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猟銃等の所持許可のための調査及び審査の実施要領の見直しについて（周知） 

平素より格別のご高配を賜り、御礼申し上げます。 

この度、警察庁生活安全局保安課より、令和８年６月２２日付「猟銃等の所持許可

のための調査及び審査の実施要領について（通達）」が発出されました。近年の熊によ

る被害等の深刻化に伴い調査・審査の件数増加が見込まれることを踏まえ、各都道府県

警察がより効果的かつ効率的に実施できるよう、実施要領が見直されたものです。 

つきましては、下記のとおりご案内いたしますので、貴団体会員への周知にご協力

くださいますようお願いいたします。なお、通達の詳細は別紙をご参照ください。 

記 

１ 運用開始時期 

各都道府県警察における運用開始については、時期にタイムラグが生じる見込

みです。 

２ お問い合わせ先 

本通達の内容に関するご質問は、所轄の都道府県警察窓口へお問い合わせくだ

さい。 

３ 添付資料 

警察庁通達（令和８年６月２２日警察庁丁保発第 71号） 

以 上 



                                     
 猟銃等の所持許可のための調査及び審査の実施要領について（通達）

 

 　　令和８年６月22日警察庁丁保発第71号

 　　警察庁生活安全局保安課長から

 　　警視庁生活安全部長、各道府県警察（方面）本部長

 　　（参考送付先）

 　　警察大学校生活安全教養部長、各管区警察局広域調整担当部長

 　　あて

 

 （概要）

　猟銃等は、殺傷用具としての機能を有し、犯罪に使用されるおそれがあることから、

これを防止するため、銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）に基づく猟銃等

の所持許可のための調査及び審査を厳正に行うことにより不適格者の排除に努めている

ところである。 

　一方で、近年、熊による被害等が深刻化しているところ、今後、猟銃等の所持許可に

関する需要が高まり、調査及び審査の実施件数が増加することも見込まれる。 

　そこで、各都道府県警察において、より効果的かつ効率的に調査及び審査を実施する

ことができるよう、調査及び審査の実施要領を見直し、各都道府県警察において、実施

要領を踏まえた運用を徹底するよう指示したもの。



様式第２号 

申告書（自己申告用） 
１　申請者   

記入日 　　　　　　　年　　　月　　　日（　　）　　　　

  ふりがな
  

  氏　名
申請者

※１ □昭和□平成 □許可申請 
生年月日  　申請日の満年齢　　　　（　　　）歳 
　・年齢 　　　年　　月　　日 □更新申請 

　有効期間満了日の満年齢（　　　）歳

緊　急 氏名
連絡先 

関係 電話番号

※１ 認知機能検査の受検が必要な方 
　　　(許可申請)申請日の時点で年齢が75歳以上 
　　　(更新申請)有効期間が満了する日の時点で年齢が75歳以上 
 
２　申請区分・銃種等に関する事項 

申請区分 ※２□所持許可（□新規・□更新・□追加） 
　　□認定申請（□教習資格認定　□練習資格認定）　 
　　□年少射撃資格認定  □クロスボウ射撃資格認定

銃種等 □ライフル銃（特定ライフル銃以外）□特定ライフル銃　   　　　　
□散弾銃　□ライフル銃及び散弾銃以外の猟銃 
□空気銃　□クロスボウ　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

用　　途 □狩猟　□有害鳥獣駆除　□標的射撃　□その他（　　　　　　　　）

申請理由 （記載例） 
 　新規、教習資格認定等 
 　　　：所持しようとするに至った動機、きっかけ、特に「狩猟をし
 　　　　たい理由」「有害鳥獣による被害状況や銃が必要である理由」
 　　　　「誰からどのように誘われたのか」等について具体的に記載 
 　更新：引き続き所持したい理由を具体的に記載 
 　追加：新たに銃を必要とする理由、既に所持している銃との使い分
 　　　　けを記載
 
 理由を記載： 

  
  
 
 
 
 
 
 
 

※２「所持許可・新規」初めて猟銃･空気銃･クロスボウ･刀剣類等を所持する方 
　　「所持許可・更新」現に所持する猟銃等を更新する方 
　　「所持許可・追加」現に所持する猟銃等とは別の猟銃等を追加所持する方 
　　「教習資格認定」　現に所持していない猟銃等を所持するための教習を受け 
　　　　　　　　　　　ようとする方 
　　「練習資格認定」　現に所持していない銃種の練習射撃場備付け銃で射撃を 
　　　　　　　　　　　練習しようとする方 



３　団体加入に関する事項 

団体加入 □なし（脱退済みを含む） 
状況 □あり（加入予定を含む）
 
 ※「なし（脱退済みを含む）」の場合は、理由を記載 

 
 
 
 

※「あり(加入予定)」の場合は、団体名及び活動状況(予定)を記載 
（団体名称） 
　□猟友会（支部名：　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　) 
　□狩猟倶楽部（支部名:　                                   　  ） 
　□ライフル射撃協会(支部名：  　 　 　　　　　　　　 　　　　 ）
  □クレー射撃協会（所属協会名：　　　 　　  　　　  　　　　　 ） 
  □その他（団体名：　　　       　　　　　　　　             　） 
 
活動状況(予定)を記載： 
     
 

 
４　使用計画・実績に関する事項（狩猟・有害鳥獣駆除） 

狩 捕獲鳥獣 新規：鳥獣の種類 
猟 更新：鳥獣の種類、実績等を記載 
・  
有 □大型獣類　□ヒグマ□ツキノワグマ□イノシシ□ニホンジカ 
害 　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） 
鳥 □上記以外 （                                                  ） 
獣
駆
除 捕獲地域 新規：捕獲する地域 
 更新：捕獲した地域、実績等を記載 

  
  
  
  
  

 
 
 同行者 新規・更新：「なし」の場合は狩猟技術の向上方法、今後の計画

 　　　　　　を記載 
　　 　　　 「あり」の場合は同行者の住所、氏名、年齢を記載

□なし（                   　　　　　　　　　　　　　　　） 
 
 
 
□あり　住所： 
　　　　氏名： 
　　　　年齢： 

出猟回数 新規：予定数を記載 
・消費弾数 更新：帳簿等を確認して記載 

 
【出猟回数】 
　月平均　　（　　　　回位）　年間　　　（　　　　回位） 
【消費弾数】 
　一度につき（　　　発購入）　１回につき（　　　発消費） 



４の続き 

狩 対象鳥獣の 新規：同行者の有無を含め、運搬・処理方法を記載 
猟 運搬・処理 更新：同行者の有無を含め、普段の運搬・処理方法を記載 
・ 方法  

  有
  害

 鳥
 獣

駆
除 狩猟免許・ 狩猟免許(状)：「あり」の場合は有効期間、免許の種類を記載 

捕獲許可 　　　　　　 「取得予定」の場合は受験申込状況(予定)を記載
等の取得(予
定)の有無 □なし　 

 
□あり (□第１種 □第２種） 
　　　（有効期間　　 　年　　 月　　 日） 
 
□取得予定 
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

狩猟者登録証：「あり」・「取得予定」の場合は申請先の都道府県
　　　　　　　を記載

□なし 
 
□あり　　(申請先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
 
□取得予定(申請先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鳥獣捕獲許可証：「あり」の場合は有効期間、申請先（都道府県 
 （従事者証） 　又は市町村）、対象鳥獣を記載 
　　　　　　 　「取得予定」の場合は申請先(都道府県又は市町
　　　　　　　　村)、対象鳥獣を記載

□なし 
 
□あり（有効期間　　 　年　　 　月　　 　日） 
       （申請先：　　　　 　　　　対象鳥獣：  　　　　　　） 
 
□取得予定 
      （申請先：　 　　 　　　　 対象鳥獣：　　　　　　　）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５　使用計画・実績に関する事項（標的射撃） 

標 競技等の　　競技：□スキート　□トラップ　□ライフル　 
的 　種類　　　　　　□その他 
射 　　　　　　　　　　（　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　） 
撃 
 
 競技等の     新規・更新：参加した競技（大会）、実績、計画等を記載 
 　参加実績 
    　(予定)  □参加した競技（大会）、実績 
 　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

  
               □計画等 
               （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
 
 
 利用(予定) □県内（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
 射撃場 □県外（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 
 同行者 新規・更新：「なし」の場合は射撃技能の向上方法、今後の計画
  　　　　　　を記載 

             「あり」の場合は同行者の住所、氏名、年齢を記載
 

□なし（                   　　　　　　　　　　　　　　　） 
 
 
□あり　住所： 
　　　　氏名： 
　　　　年齢：

射撃回数 新規：予定数を記載 
・消費弾数 更新：帳簿等を確認して記載

【射撃回数】 
　月平均　　（　　　　回位）　年間　　　（　　　　回位） 
 
【消費弾数】 
　一度につき（　　　発購入）　１回につき（　　　発消費） 



 様式第４号

あなたをよく知る方に関する申告書 
 
次の点について説明を受けました。 
 
□　あなたをよく知る方から基本的に調査を進めること。 
□　猟友会、射撃協会等の関係団体・猟銃等を使用する際の同行者がいる場合には、その中か

 　　らあなたをよく知る方を記載することが望ましいこと。
□　親族以外の同居人がいる場合には、その方を必ず記載すること 
□　下記②については、可能な限り、「近隣者」及び「知人等（勤務先・友人等）」のそれぞれ

の属性に該当する者を記載すること。 
□　以下に記載していない方であっても、必要があれば、あなたの同意を得ずに調査をする可

能性があること。 
□　警察があなたをよく知る方に調査する際には、あなたの猟銃等の所持に関する調査である

 旨を告げること。
 

 
 

 　　　　　　　　　　　　　        　年　　　　月　　　　日      　氏名
 
 

 ① あなたをよく知る猟友会、射撃協会等の関係団体の役員（支部長、ブロ
　ック長等）・猟銃等を使用する際の同行者 

　 ※関係欄の記載項目【関係性/知り合った経緯/会話をする頻度/付き合いの程度/その他】 

 関　係  

   

① 氏　名        　　　　　                   　 連絡先 

  

住　所

 ②あなたをよく知る同居人（親族以外）、近隣者、知人等 

 関　係  

   

① 氏　名        　　　　　                   　 連絡先 

   

住　所

 関　係  

   

② 氏　名        　　　　　                   　 連絡先 

   

住　所

 関　係   

          

③ 氏　名         　　　　　                   　 連絡先 

    

住　所

 
 
　


